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項目の内容 2 3 4 5 
1 .障害があるのに頑張っていてえらい 。4 12 15 1 
2.自分も頑張ろうと思う 2 4 1 16 9 
3.変わった人だと思う 24 12 4 1 
4.障害があっても自分たちと対等だと思う 2 2 14 8 16 
5.自分の言動が相手を傷付けるかもしれないので近づきたくない 1 15 1 5 。
6.闘っていたら手を貸してあげたい 。4 16 21 
7. rこわい』と思う 16 8 12 6 。
8.障害があってかわいそうだと思う 5 5 14 13 5 
9.特別視しないようにする 2 12 10 17 
10何を考えているかわからないので関わりたくない 14 15 7 5 。
11.障害のない人に接するのと同じように接したい 2 4 9 15 12 
Table 4自分が障害やその親と関わることに対する意識
項目の内容 2 3 4 5 
1 .その子どもや保護者と仲良くしたい 2 。18 15 6 
2.何か力になってあげたい 2 。18 14 7 
3.同情する 7 14 14 4 3 
4.特別視しないで接したい 。。2 21 18 
5.どう関わっていいかわからず、戸惑う 1 1 9 10 
6 大変そうなのに頑張っていてえらい 。5 7 20 10 
7.自分とlま関係ないので積t霊的に関担ろ宣とは墨色ない 15 13 14 。。
Table 5自分の子どもが障害児と関わることに対する意識
項目の肉容 2 3 4 5 
1“子どもに思いやりの心が育ってくれると婚しい 。。5 14 23 
2.障害児に叩かれたりするのではないか心田である 17 13 7 4 
3.他の友だちと関わるのと同じように、障害児に接してほしい 。 5ヘ 12 2ヰ
4.障害児の不適切な言動の影響を受けるかもしれないので、あまり関わっ
21 16 5 。。てほしくない




















































































































PC I PC2 PC3 PC4 共通性
第1主成分ー統合保育の全般的な効果
5 保護者の人間関係が広がる 7ー74 .331 -.024 -.175 .740 
12.障害児に社会性(人と関わる力)が育つ .732 .194 .301 227 716 
7 子どもたちだけでなく、保育者も成長できる .680 .031 073 -.118 483 
第2主成分健常児の成長
4.健常見が社会には様々な人がいることを学べる 251 868 021 065 821 
9健常児が障害をもった人と自然に関われるようになる 099 839 254 -.085 786 
第3主成分 双方の子どもの成長
3.障害児が、周りの子どもから刺激を受けて成長できる 213 .170 858 .184 844 
1健常児に思いやりの心が育つ 。025 089 852 -.334 .846 
第4主成分 統合保育への懸念
6.保育者の目が障害児ばかりに向き、他の子どもの保育がおろそかになる 099 ー.149 -.077 864 .784 
1 子ども同士のけんかや、けがなどのトラブルが起こりやすい 432 207 009 772 .826 
固有1直 1.913 1.708 1.630 1.595 
寄与率(累積寄与率) 21.26 18.98 18.11 17.73 (76.08) 
PC : Pr i nci paI Component (主成分)の略
Table 7障害児・者への態度の主成分分析結果
PCl PC2 PC3 PC4 共通性
第 1主成分:障害児・者への否定的感情
印象10何を考えているかわからないので関わりたくない 863 .305 214 087 .839 
子ども 2.障害児に叩かれたりするのではないか心配である .831 -.053 .095 -.249 7ー64
印象7. rこわい」と思う .717 .022 .206 226 .609 
印象5 自分の言動が相手を傷付けるかもしれないので近づきたくない .633 -.345 .285 305 694 
第 2主成分.障害の克服への共感
印象2.自分も頑張ろうと思う て 117 894 -.036 087 822 
印象 1.障害があるのに頑張っていてえらい -.149 893 .078 -.065 830 
第3主成分.子どもへの悪影響の懸念
子ども 4.障害児の不適切な言動の影響を受けるかもしれないので、あまり関わってほしくない 257 .022 .832 188 7ー94
子ども 5.子どもの成長に良い影響があると思う。 -.079 354 -.803 177 808 
自分5 どう関わっていいかわからず、戸惑う 423 122 .639 223 651 
第4主成分・障害への同情
自分 3.同情する 050 306 .013 802 .739 
印象4.障害があっても自分たちと対等だと思う ー.084 321 170 ー774 7ー38
固有値 2.595 2.149 1.960 1.584 
寄与率(累積寄与率) 23.60 19.53 17.82 14.40 (75.34) 



























* pく.05. 判 pく.01
ぺ448 -0.286 紳




.366 2.293 * 
ー389 -2.440 本
Table 10 r双方の子どもの成長jの規定要因
説明変数 B p 
????? ?。?????? ?? ???? ?
?
? 一.528 -3.580 本本
.ー584 -3. 960 *紳
Table 11 r統合保育への懸念jの規定要因
説明変数 S t P 
-.432 -2.713 * 
























































































































題 状況要因の分析 .特殊教育学研究， 32， 
57-68. 
付記
本研究は、第二著者(中山)によって平成17年度
に提出された特別研究論文をもとに、小林が改稿し
たものである。なお、本研究における統計処理は、
全てSPSSfor Windows 10を用いて行われた。
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